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トップニュース TOP  NEWS

申請までの手順

提案後～交付決定までの流れ

平成２8年度事業に採択！

私の会社マテリアルは、1992年に妻と2人で10畳分くらい
の板金屋さんの片隅を借りてスタートしました。18歳の時から
材料販売の卸問屋に勤め、加工会社に材料を納めに行っていま
した。ある時、加工屋から1つ100円の材料が、加工すると10万
円で売れると聞き、付加価値だと思いました。材料業界の付加
価値は非常に薄い。これからネット販売等になり、人が介在せず、
誰でも簡単に物が買えてしまう時代が来る。自分たちは、なにか
持ってないといけないと思いました。
しかし、技を持っているからといって仕事に繋がることは難し

く、より多くの人に自分たちの技術を知ってもらわないといけな
い。自分たちをどうアピールするかということが、非常に大事だ
と気付きました。
大田区という地域は羽田空港に隣接していて、工場から約
15分圏内にあり、例えばロサンジェルスだと11時間半で着きま
す。昔、大田区は図面を投げると、翌日、形になって出てくるとい
う神話がある地域ですから、世界中からの情報を集めれば、何
でもできる地域になると思いました。また、東京都はすごく景気
の格差があり、町工場の8割は債務超過に陥っています。独立す
る人も出て来なくなってきています。ものづくりの根を生やすと
いうことが、非常に難しくなってきています。
そのような中、近隣とのコミュニケーションは非常に大事だと
思います。下町ボブスレープロジェクトを始める前、近隣どうし
顔は知っていても、なにをしているのか知りませんでした。地域
社会でお互いにコミュニケーションは絶対必要であると思い、ど
うすれば深い関係ができるのだろうと、それが下町ボブスレー
プロジェクトでした。やはり、人の繋がりが大切だと思います。
今、就職活動の真っ最中ですが、内定を取り消しするのは、本
人でなく、45％くらい母親からだそうです。就職会社の選び方
に親の影響があることにすごく驚きました。そこで、中小企業の
良さをＰＲしていきたい、私たち中小企業の力で物語を作ってい
かなければならない。大田区から世界へということで、下町ボブ
スレープロジェクトの発足となっていきました。
1983年、バブル全盛期の頃、われわれの地域に9177社も工
場がありましたが、年数が経つにつれて工場が少なくなる中で、
なんとか地域を1つにして、1つの目標、志を持つことによって、
楽しみながら学べて、お互いを知り合う、コミュニティーを作る
ことができないかと思い、ボブスレープロジェクトを始めました。
なぜ、ボブスレーをやるようになったのかというと、今後の市
場を考えると、航空機産業は大きくやりがいがあります。もう1
つは大手企業が絡んでいないオリンピックに使われる道具、こ
のキーワードでスタートしました。2011年、大田区振興協会の
方が、東北の震災の現場に行った際、中小企業どうしの連携が
なければ復興するのは難しい。ボブスレーで大田区を1つにしよ
うと提案してくれました。
当時、ボブスレーは日本のどこも作っていなかったので、作っ

た瞬間から歴史になる。これはおもしろいものづくりだというこ
とでスタートしました。大田区のみんなに集まってもらって、無
償でやってもらいました。そして、1号機を作って、わずか半年足
らずで全日本選手権に出ることになりましたが、オリンピックで
メダルを取れる女子選手に絞りました。全日本選手権では、1秒

以上、コースレコードを上回り、世界と戦えると思いました。
しかし、連盟から今回は予算が無いので、オリンピックに女子
チームは出せないと言われ、今度は男子とやることになりました。
期間的に１年でオリンピックのそりを作るのは大変でした。資金
も無いことから、いろいろな大手企業にも直談判に行きましたが
駄目でした。しかし、ネットで話題になると、スポンサーが集まり、
2013年には新型2台のマシーンが完成しました。ソチオリン
ピックまであと半年というところで、連盟よりソチオリンピックで
は下町ボブスレーは使わないと連絡がありました。
そこで、平昌オリンピックに切り替えて、ドイツのメダリストを
呼び、翌月には下町ボブスレーのテストを始めたところ、私たち
のそりは非常に良いと評価されました。また、ボブスレーに若い
人たちを集客するには、プロモートが必要だということで、オー
ストリアのシニア大会に参加しました。20チーム中9位に入り、
自信をつけました。そこから、平昌オリンピックに向けて、4号機、
5号機を作り、そりにいろいろな機能を付けると、ルーマニア、イ
ギリス、オーストリア、ジャマイカの4か国からオファーがくるよ
うなそりになりました。
そんな中、頑張ってやってきましたが、連盟から去年11月、不
採用通告がありました。もう日本では無理だと思い、外務省を通
じてオファーを掛けました。次は世界の身体能力のジャマイカで
やるべきだなと思いました。我々のそりの性能が良ければ、オリ
ンピックで金メダルを取れるところまで来ています。夢物語が現
実となってきました。そんな中、ジャマイカのボブスレー連盟の
会長が、日本に来て仮契約して、今月7月には調印式のために
ジャマイカに行って、契約をしてきました。順当にいけば、確実に
オリンピックは出られると思います。
ジャマイカオリンピック委員会の会長からあなたたちは製造
メーカーだから、下町ボブスレーのロゴマークを付けて、オリン
ピックで走ることができる。みんなに自慢できると言われました。
近隣の先輩たちは、子供たちに自分たちのものづくりをどう説明
すればいいのか、難しくて伝わらないと言っていましたが、平昌
オリンピックでは子供たちにあれは俺たちが作ったそりだと言う
ことができます。
また、無償でやることが何の意味があるのか、金儲けになるの
かと言われましたが、一番はＰＲができればいいのです。これは
私が作ったと営業展開すればいい。そうすれば受注に繋がりま
す。フェイスブックなどいろいろな物を活用しながら、自分たちの
周知活動をしていく。技術というのは、人の繋がりというものを
きちんとやっていくことが、ビジネスモデルに繋がっていくと
思っています。僕はいつもこの人とこの人を繋げたらこういうビ
ジネスモデルができると考え、人と人との出会いが自分を成長
させると思っています。今回の下町ボブスレープロジェクトも私
1人でやっていたら出来ませんでした。
私の夢は羽田空港からチャーター機で平昌オリンピックに行

くことです。チャーター機にみんなで乗り、下町ボブスレーの映
画を皆で見ながら、盛り上がることができたらいいなと思ってい
ます。人のコミュニケーションは努力次第で、輪が広がっていく
ことをこのプロジェクトで経験させていただきました。一つの出
会いを自分はこれからも大事にしていきたいなと思っています。

　わが国製造業の国際競争力強化と新たな事業の創出を目指し、中小企業・小規模事業者によるものづくり基盤技術（１２技術分野）の
向上につながる研究開発、その事業化に向けた取組みを支援することを目的とし、製品化につながる可能性の高い研究開発、試作品開
発等及び販路開拓への取組みを一貫して支援するものです。
※ものづくり基盤技術（1２技術分野）：デザイン開発／情報処理／精密加工／製造環境／接合・実装／立体造形／表面処理／機械制御／複合・新機
能材料／材料製造プロセス／バイオ／測定計測

 
　今年度は4月15日～6月9日まで公募が実施され、当財団からは一般型で提案した2件が採択されました。全国では、一般型で287件
の申請があった中から113件（四国は2件）が採択されました。

～財団と㈱伏見製薬所が角質層内セラミドの増加作用を有する合成カエデタンニンの低コスト大量生産技術を共同開発～
～財団と㈱メドレックスがバイオ医薬品の経皮吸収を可能にする粘着テープ化技術を共同開発～

平成28年度
戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）に２事業が採択

角質層内セラミドの増
加作用を有する合成カ
エデタンニンの低コス
ト大量生産技術の開発

国内外の化粧品・健康産業では、保湿効果や皮膚のバリア機能を向上させる素材と
してセラミドが注目され、関連商品が多く流通していますが、生体適合性やコストが
高いなどの課題があります。そこで、生体適合性が高く、角質層内セラミドの分解を
効果的に抑制させる作用を有する合成カエデタンニンを低コストで大量生産する技
術を開発します。

研究テーマ

（公財）かがわ産業支援財団
株式会社伏見製薬所
国立大学法人富山大学

製造
プロセス

バイオ医薬品の経皮吸
収を可能にする粘着
テープ化技術の開発

（公財）かがわ産業支援財団
株式会社メドレックス
国立大学法人徳島大学

接合

内　　容 基盤技術 実施体制

補 助 金 額
補助事業あたり、初年度４，５００万円以下（定額部分：１，５００万円以下）
２年度目：初年度の補助金交付決定額の２/３以内（定額部分：１，０００万円以内）
３年度目：初年度の補助金交付決定額の１/２以内（定額部分：７５０万円以内）

1 研究内容が公募内容に合致しているか相談
2 研究共同体の構築
3 提案書等の作成
4 提案書等の内容精査
5 提案書提出（6月ごろ）
必要期間：２ヶ月～４ヶ月（長くとった方が良い）

1 全国採択委員会による書面審査
2 各地方経済産業局によるヒアリング審査
3 審査結果の通知（プレス発表）
4 交付申請書の作成
5 交付決定→研究スタート（9月ごろ）
必要期間：３ヶ月～４ヶ月程度

補助事業期間 2年度又は3年度

補 助 率 大学・公設試等の補助対象経費：定額
上記以外の補助対象経費：２/３以内

提 案 要 件 「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」の認定を受けたものづくり中小企業・小規模事業者を含む共同体であること。

ＰＬ：総括研究代表者
ＳＬ：副総括研究代表者
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補助事業の各種手続き
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申込・お問い合わせ先 公益財団法人かがわ産業支援財団 技術振興部 産学官連携推進課
高松市林町2217-16 FROM香川1F　TEL.087-840-0338　FAX.087-864-6303

戦略的基盤技術高度化支援事業（サポーティングインダストリー）

同補助事業は、通常毎年４月頃に公募が行われます。高度な技術開発を前提とし、新規性や具体的な効果等が厳密に審査されるため、
採択されるには提案書の作成等に十分な準備を必要とします。
当財団では常時相談に応じています。本事業への提案を検討されている企業・大学・公設試験研究機関の方は、お早めにご連絡ください。
本事業の平成２８年度公募要領では次のとおりでした。

次年度以降の提案の相談について

注射でしか投与できないバイオ医薬品は、患者の苦痛や負担が大きいという問題が
あります。このため、バイオ医薬品のような高分子化合物であっても経皮吸収を可能
とし、粘着テープによる投与を実現するため、バイオ医薬品の粘着テープ化技術を
開発します。

事業スキーム図
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